
　

広
島
県
立
技
術
短
期
大
学
校
設
置
及
び
管
理
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
県
知
事　

藤　
　

田　
　

雄　
　

山

広
島
県
条
例
第
三
号

　
　
　

広
島
県
立
技
術
短
期
大
学
校
設
置
及
び
管
理
条
例

（
設
置
）

第
一
条
　
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
同
法
第
十
五
条
の
六
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
と
し
て
、

広
島
県
立
技
術
短
期
大
学
校
（
以
下
「
短
期
大
学
校
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

（
位
置
）

第
二
条
　
短
期
大
学
校
の
位
置
は
、
広
島
市
西
区
田
方
二
丁
目
と
す
る
。

（
訓
練
課
程
）

第
三
条
　
短
期
大
学
校
に
専
門
課
程
を
置
く
。

２
　
専
門
課
程
の
訓
練
科
、
訓
練
期
間
及
び
定
員
は
、
規
則
で
定
め
る
。

（
入
学
資
格
）

第
四
条
　
短
期
大
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二

十
六
号
）
に
よ
る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
知
事
が
認

め
る
者
と
す
る
。

（
入
学
許
可
）

第
五
条
　
短
期
大
学
校
に
入
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
退
学
処
分
）

第
六
条
　
知
事
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
入
学
し
た
者
（
以
下
「
学
生
」
と
い
う
。
）

が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
退
学
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

一
　
短
期
大
学
校
の
秩
序
を
乱
し
、
そ
の
他
学
生
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
っ
た
と
き
。

二
　
卒
業
の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

三
　
こ
の
条
例
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。



（
職
員
）

第
七
条
　
短
期
大
学
校
に
校
長
そ
の
他
必
要
な
職
員
を
置
く
。

２
　
校
長
は
、
知
事
の
命
を
受
け
て
校
務
を
掌
理
し
、
所
属
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

（
授
業
料
等
）

第
八
条
　
短
期
大
学
校
の
入
学
選
考
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
選
考
料
を
、
短
期
大
学
校
に
入
学
し
よ
う

と
す
る
者
は
入
学
料
を
、
学
生
は
授
業
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
選
考
料
、
入
学
料
及
び
授
業
料
（
以
下
「
授
業
料
等
」
と
い
う
。
）
の
額
は
、
別

表
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
月
の
全
日
数
に
わ
た
り
休
学
し
た
場
合
又
は
退
学
若
し
く
は

学
年
の
中
途
の
卒
業
に
よ
り
月
の
全
日
数
に
わ
た
り
在
学
し
な
か
っ
た
場
合
の
授
業
料
の
額
に
つ
い
て

は
、
授
業
料
の
年
額
の
十
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
十
二
か
ら
そ
の
月
数
を
減
じ
て
得
た
数
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る
。

３
　
既
納
の
授
業
料
等
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に

該
当
す
る
場
合
そ
の
他
知
事
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
授
業
料
の
減
免
及
び
徴
収
猶
予
）

第
九
条
　
知
事
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
授
業
料
の
納
付
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
学
生
に
対
し
て

は
、
授
業
料
を
減
額
し
、
若
し
く
は
免
除
し
、
又
は
そ
の
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
規
則
へ
の
委
任
）

第
十
条
　
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
短
期
大
学
校
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定

め
る
。附

　
則

　
こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
、
第
八
条
（
選
考
料
及

び
入
学
料
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
八
条
関
係
）

備
考
　
こ
の
表
の
県
内
の
者
の
入
学
料
は
、
入
学
手
続
の
開
始
の
日
の
属
す
る
月
の
初
日
に
お
い
て
引

き
続
き
一
年
以
上
県
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
者
に
、
県
外
の
者
の
入
学
料
は
、
そ
の
他
の
者
に
適

用
す
る
。

授
業
料
等
の
種
類

選
考
料

入
学
料

授
業
料

県
内
の
者

県
外
の
者

単
位
及
び
金
額

一
八
、
〇
〇
〇
円

一
六
九
、
二
〇
〇
円

二
三
六
、
八
八
〇
円

年
額
三
九
〇
、
〇
〇
〇
円


